
 

  

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ６月 17 日～20 日にかけて、四国高等学校選手権大会へ出場しました。女子ハンドボール部はけがや部員数不足に悩まされながらもチ

ーム一丸となって試合に臨んだ結果、県体で 3 位となり、３年連続の四国大会出場となりました。相撲部の大野 慎市君（２Ｍ 北ノ川）

は今回の四国大会が初出場となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Susaki Technical High School 
 

中学生の皆さん、こんにちは。須崎工業高校情報誌の「アクセル」です。 

梅雨の季節はじめじめとして蒸し暑い日が続きますが、体調を崩さないように身体に気をつけましょう。 

今月号では須崎工業高校の「介護職員初任者研修」のようすや「宮古工業高校訪問」の様子を紹介してい

きます。 

なお、文中の各科表記について、《Ｍ：機械科、Ｓ：造船科、ＥＩ：電気情報科、ＵＤ：ユニバーサルデザイン科》と 

省略させていただいています。 

 
学校情報誌｢アクセル｣第３号 

 

＜６月号 特集＞ 
    

･ 介護職員初任者研修 

･ 四国大会 

･ 宮古工業高校訪問 

介護職員初任者研修とは？  

介護職員初任者研修は介護職の

入門の資格となります。受講し資格

を取得することで介護の知識・技術

だけではなく高齢の方との接し方

や介護・福祉の考え方なども学ぶこ

とができ、就職に有利なだけでな

く、高齢の利用者に対してよりより

サービス（支援）を提供することが

できるようになります。 

 

 
協力：平成福祉専門学校 

香川中央高校体育館 

女子 １回戦  香川中央（香川）４１－６ 須崎工業 

高知市市営相撲場 

男子 １回戦  香川県立農業経営高校(香川)朝日奈君に 押し出しで敗退 

 

 

6月11日（土）に平成28年度の介護職員初任者研修の開講式が行わ

れ、今年度の介護職員初任者研修がスタートしました。6月11日から11

月26日までの土曜日や夏休みの一部を利用して、130時間以上の講義・

演習を受講します。今年度は、機械科、造船科、ユニバーサルデザイン科

の１、２年生15名が資格取得を目指してがんばっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［７月］ 

14日 校内ドラゴンカヌー大会 

16日 パーソナルカラー検定 

16～17日  アーク溶接技能講習 

19日 終業式 

23～24日 PTA地区別懇談会 

26～29日 ガス溶接技能講習 

27日 ドラゴン甲子園 

高知県立 

須崎工業高等学校 

 

〒785-8533 

須崎市多ノ郷和佐田甲4167-3 

TEL：０８８９（４２）１８６１ 

Email：susakikogyo-h@kochinet.ed.jp 

http://www.kochinet.ed.jp/susakikogyo-h/ 

［８月］ 

1～2日 ボイラー技能講習 

6～7日 柳川ソーラーボート大会 

7日 須崎市ドラゴンカヌー大会 

21日 親子ものづくり教室 

 

 

＊＊ 主な行事予定 ＊＊ 

６月２５日(土）、岩手県宮古市の宮古工業高校を訪問

してきました。宮古工高では、東日本大震災より前の平成１７

年から機械科の生徒が津波模型の製作に取り組んでおり、宮古

湾や周辺の沿岸地域の模型を数多く製作し、その模型を使って

出前授業を実施しています。実際に出前授業をおこなった小中

学校では、東日本大震災の時には児童生徒の犠牲者が一人

もいなかったそうです。そうした活動実績を評価され、内閣総理

大臣表彰など数々の素晴らしい賞を受賞しています。 

 そして今なんと、宮古工高のご厚意により、須崎市周辺の津波

模型を作ってくれています！実際に見せてもらうと、須崎湾とそ

の周辺の地形が精巧に作られていました。宮古工業高校の皆さん、 

本当にありがとう 

ございました！！ 

間もなく完成の津波模型。７月下旬には完成した模型を

本校へ持ってきてくれる予定です！！ 

 午後からは宮古市役所を訪問し、津波で浸水した市庁舎を見学。 

その後、田老地区を訪れ、語り部
か た り べ

ガイドの小幡実さんによる貴重な体

験談を聞くことができました。この地区では「万里の長城」と呼ばれた高

さ 10 メートルの巨大防潮堤がありましたが、5 年前の津波はその防潮

堤を簡単に乗り越え、また一部は粉々に破壊され、多くの人々が犠牲

になりました。そして語り部の小幡さん自身も津波で家を失い、いまだ仮

設住宅で生活をされているとのことでした。 

 小幡さんを含めこの日お会いした現地の皆さんが必ず言っていたことは

「とにかく自分の命を大切に」という言葉でした。次は私たちがこの言葉

を須崎の皆さんに伝えていきたいと、強く感じた１日でした。 

左から３EI中山君、３Ⅿ寺川君、語り部の小幡さん、３UD安丸

君、２UD江渕君。後方は被災したままの「たろう観光ホテル」 

「須崎の海岸線は、三陸のリアス

式海岸と似ていますね」 

[介護職員初任者研修] 
 7月 ２日、20日、21日、22日 

8月 1日、2日、12日、17日、 

    18日、19日、22日、23日 


